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　　 これまでのあゆみ

　島根県カヌー協会は昭和57年に島根県で開催された
「くにびき国体」でカヌー競技が初めて正式種目として採
用されるのを契機に、カヌースポーツの普及振興と選手
強化を目指して昭和54年４月に発足した。
　当時、カヌー競技は全国的に未普及であり、強化方法
も手探りでボート競技のトレーニングなどを参考にしなが
ら選手強化が進められた。
　くにびき国体は、スラローム・ワイルドウォーター競技
が旧大和村、旧羽須美村、レーシング競技（現スプリン
ト競技）が旧邑智町を会場地として開催され、当時の監
督・選手や会場地の関係者の並々ならぬ努力によってカ
ヌー競技総合優勝を果たすことができたのは大変名誉な
ことであった。
　その後、カヌー競技は国民体育大会の各種目において
着実に上位入賞できる選手を育成し、平成８年の広島国体
ではワイルドウォーター競技で二上英紀選手が見事に優勝
を果たすなど島根県の競技得点の獲得に貢献してきた。
　またスプリント競技（旧レーシング競技）では旧邑智
高校（現在は島根中央高校に統合）に昭和55年にカヌー
部が創設され、地域に密着した選手強化を進めつつ、平
成２年には出雲農林高校にカヌー部が新設されたことで
両校が切磋琢磨しながら、近年では全国高校総体・国体
等の全国の舞台での優勝者・入賞者を数多く生み出して
おり、日本国内での活躍はもちろん、毎年のように日本
代表として世界を目指す選手を送り出している。

　　 現在の状況

　島根県では、令和７年度全国高等学校総合体育大会の

カヌー競技を主管するため、島根県や会場地である美郷
町のご協力をいただきながら準備を進めており、美郷町
のご尽力により令和６年10月に美郷町江の川カヌースプ
リント競技場「カヌーパークみさと　カヌーレIMAI」が
完成した。
　また、2030年には島根県で島根かみあり国スポが開
催されるため、選手の育成強化や大会運営に必要な公認
審判員の育成が急務となっている。
　ここ数年、スプリント競技は島根中央高校、出雲農林
高校の２校が全国的にも優れた成績をあげ、世界を目指
して活躍する選手も出てきており、県の強化指定校制度
の支援を受けて、より一層の強化を期待している。一方
でスラローム・ワイルドウォーター競技については、指導
者や選手の高齢化や人材不足により選手強化に苦戦して
おり早急な立て直しが必要である。
　美郷カヌークラブ、出雲カヌークラブ、松江カヌークラ
ブ、益田市カヌー協会で行われているジュニアの育成を
足掛かりにして、次世代の選手発掘を進めるとともに、
県外の優れた選手の誘致なども視野に入れた取り組みを
進めたい。

　　 これから

　ここ数年で全国規模の大きな大会の開催を予定してい
るが、島根県や島根県スポーツ協会、開催地である美郷
町、競技団体が一体となって大会運営に万全を期したい。
また、美郷町に設置された艇庫やコースなどの施設を活
用して全国規模の大学生大会などを招致し、将来的にも
全国のカヌー選手が率先して使っていただける「カヌー競
技の聖地」になるよう競技団体としても美郷町と連携し
ていきたい。

島根県カヌー協会

令和５年かごしま国体　少年男子K2　植出士虎選手㊧ 河野賢晃選手 令和５年かごしま国体　少年女子K2　品川聖奈選手㊨ 宮本光姫選手

令和4年世界ジュニア選手権　女子K2　三島まりあ選手㊨ 橋本寧々選手 平成29年インターハイ　男子C2　中尾一稀選手㊧ 中尾勇稀選手

　　 これまでの歩み

　昭和56年３月14日に「島根県スケート連盟設立総会」
が開かれて県連盟が設立され、昭和57年冬季国体に向
けての選手強化を中心とした事業がスタートした。
　当時、国体記念として県立スケート場の建設構想があっ
たが、昭和57年11月に山陰ジャスコが松江市に「アイス
パレスジャスコ」をオープンしたため県立施設の建設は
見送られ、平成６年３月の施設閉鎖までここを拠点として
各種事業を展開していくこととなった。
　昭和58年にはアイスホッケーチームも結成され、平成
６年度に「島根県アイスホッケー連盟」が設立されるま
での間、スピード、フィギュア、アイスホッケーの３部門
により事業を行った。
　「アイスパレスジャスコ」においては、昭和57年12月か
ら「日曜スケート教室」を始め、毎回50人前後の受講が
あり、ここで育った小学生を中心に、「松江スケートクラ
ブ」が組織され、以後、現在に至るまで数多くの選手を
輩出し、国体、全国高校総体、全国中学生大会等へ数々
の選手が出場した。当リンクにおいては、「全山陰選手権
大会」、「中四国選手権大会」及び「ジャスコ杯競技会」
等を開催し県内外からも多数の選手の参加があった。
　平成４年11月には、県内２番目のリンクとして、平田市
（現出雲市）に市立宍道湖公園「湖遊館」がオープンし
た。当リンクは60m×30mのリンクと仮設観客席を有し、
アイスショーのほか、「中四国九州ブロックフィギュアス
ケート選手権大会」の開催などスケート熱の高まりに貢
献した。平成６年の松江市のスケート場の閉鎖以降は、
県内クラブの練習拠点となり、また、平成10年３月の
YSPスケートリンク（鳥取県米子市）の閉鎖以後は「米子
クラブ」の活動拠点ともなり、各種教室のほか中四国や
全山陰の選手権大会や「湖遊館杯大会」等を開催し、山
陰におけるスケート競技・普及の拠点となっている。
　平成８年12月には浜田市に 「浜田市勤労者福祉セン

ター（サンビレッジ浜田）スケートリンク」がオープンし、
江津市、浜田市を中心とした選手（クラブ）の活動拠点
となり、教室や「サンビレッジ浜田杯フィギュアスケート
大会」の開催など、県西部のスケート競技の拠点となっ
た。
　出雲市の「湖遊館」が活動拠点となったことから、平
成22年には、活動母体である「松江スケートクラブ」を
「湖遊館スケートクラブ」に改称するとともに、「出雲市ス
ケート協会」を設立し、出雲市を中心とした活動の体制
を構築した。

　　 現在の状況

　令和５年７月現在、スピード部門選手１名、同専門員４
人、フィギュア部門選手24人、同専門員11人であり、近
年選手人口が減少傾向にある。小・中・高等学校はもと
より、大学等にもクラブ、部活動等がなく、社会体育とし
てのクラブが競技活動の単位となっている。初心者向け
の「日曜スケート教室」の受講者は毎年40人程度あるも
のの、クラブ（競技）への継続がなかなか進まない状況
である。
　フィギュアについては、平成21年より、「湖遊館」を拠
点に活動するプロインストラクターの指導を受けるように
なったが、夏季（５～10月）に県内スケート場が閉鎖さ
れるため、週末や夏休みに県外に出かけて練習しなけれ
ばならない環境にあり、選手によっては、県外の学校へ
転進学して競技に打ち込む例も出てきている。

　　 これから

　競技を行うには、スケート場の存在が不可欠であり、
スケート場の維持存続のため、設置者の出雲市や管理運
営団体と連携し、一般客も含めた利用者（スケート愛好
者）の確保に向け、教室の開催、子ども会活動の指導、
一般滑走中のボランティア指導、湖遊館イベントへの協
力等を積極的に行っている。これらの活動は、地域の貴
重な社会資源であり、子どもたちの居場所、健全育成、
家族の交流の場である「湖遊館」を守ることにもつながっ
ている。
　こうした活動を継続し、スケートの魅力を発信し、愛
好者を増やしながら、競技人口の拡大、競技力の向上を
図っていく必要があり、年少期（小学校就学前後）から
の競技への誘導、年間を通じて、また小中高を通じての
指導体制の確保、指導者の確保育成、選手の経済的負
担の軽減等に今後とも取り組んでいきたい。

島根県スケ－ト連盟

令和６年冬季国スポショートトラック　金山和樹選手




